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§§§§3.8  3.8  3.8  3.8  停留解の性質停留解の性質停留解の性質停留解の性質((((第第第第 2222 変分変分変分変分))))    
  Dirichlet の原理を記述する変分問題(3.6.34)式において，φを停留解と

すると 
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となる。第 1変分 Kδ は 
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を，第 2変分 K2δ は 
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を満足する。第 2変分の性質より，この変分問題は最大値問題であること
が分かる。このように，停留値の性質は第 2変分を調べることにより分か
る。 
また，この変分問題の解は一つしかないことも分かる。すなわち，解が

2個あったとして，それらを 21, φφ とすると 
          ][][][][ 2121 φφφφ KKandKK ≤≥                       (3.8.4) 
であるので 
     ][)]([][][0 112112 φφφφφφ KKKK −−+=−=  
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となる。したがって，定数の不定性を残して 
          ,21 φφ =   Ωin                                      (3.8.6) 
であることが分かる。 
変分問題 
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であるので 

          ( )dxyFyFI b

a

x

x yy∫ ′+= ′δδδ                              (3.8.9a) 

          dxyFyyFyFI b

a

x

x yyyyyy∫ 




 ′+′+= ′′′

222

2
1

2
1 δδδδδ             (3.8.9b) 

となる。 yを停留関数とすると， 0=Iδ である。 
例えば， )(,0)(,0)( ba xxxxqxp ≤≤≥> として 
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の場合には 
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であるので， 02 ≥Iδ であり最小値問題である。 
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